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創
立
六
十
周
年
事
業
の
柱
の
一

つ
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
10
月
６
日
、

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
１
階
の

オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア
で
開
か
れ
た
。

記
念
式
典
に
続
く
第
２
弾
。
当
協
会

な
ら
で
は
の
各
部
連
携
の
珠
玉
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
芸
術
で
、
舞
台
を

華
麗
に
演
出
。
芸
協
の
力
量
を
県
民

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
の
支
援
に
感
謝
の
思
い
を
伝
え

た
。
併
せ
て
、
９
月
28
日
に
開
幕
し

た
第
61
回
宮
城
県
芸
術
祭
を
盛
り
上

げ
る
期
待
も
込
め
た
。

ス
テ
ー
ジ
公
演
型
の
記
念
イ
ベ
ン

ト
は
「
ア
ー
ト
（
芸
術
）
の
ち
か
ら
」

を
主
題
に
据
え
た
２
部
構
成
。華
道
、

邦
楽
（
三
曲
）、
茶
道
、
舞
踊
（
日

舞
・
洋
舞
）、
文
芸
、
書
道
、
洋
楽
、

演
劇
の
８
部
が
舞
台
を
彩
っ
た
。

第
１
部
は
「
受
け
継
が
れ
る
ち
か

ら
」
を
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
し
、
継
承

し
次
の
時
代
に
託
す
ち
か
ら
を
理
念

に
設
定
。
和
の
象
徴
と
し
て
の
邦
楽

を
軸
に
①
い
け
ば
な
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
と
三
曲
演
奏
②
三
曲
演

奏
「
茶
の
湯
音
頭
」
③
日
本
舞
踊
と

邦
楽
演
奏
―
で
鮮
や
か
に
表
現
し

た
。第

２
部
は
「
響
き
合
う
ち
か
ら
」

を
掲
げ
て
、
無
限
に
あ
る
表
現
手
法

を
自
在
に
掛
け
合
わ
せ
て
広
範
な
響

き
合
う
ち
か
ら
を
印
象
付
け
る
内

容
。
①
「
未
来
の
駅
」
を
テ
ー
マ
と

す
る
文
芸
と
書
道
に
よ
る
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
の
朗
読
と
演
奏
②

西
洋
舞
踊
（
バ
レ
エ
）
と
ピ
ア
ノ
・

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
フ
ル
ー
ト
演
奏
―

で
、
和
洋
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り

先
々
に
希
望
を
見
出
す
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
追
求
し
た
。

芸
術
の
価
値
を
信
じ
て
、
過
去
か

ら
現
在
へ
、
現
在
か
ら
未
来
へ
と
問

い
掛
け
る
趣
向
。
宮
城
県
の
芸
術
文

化
発
展
を
け
ん
引
し
続
け
る
覚
悟
を

示
し
つ
つ
、
芸
術
祭
を
は
じ
め
協
会

の
事
業
に
対
す
る
県
民
の
深
い
理
解

と
協
力
に
謝
意
を
伝
え
る
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
性
の
強
い
演
出
と
な
っ
た
。

和
と
洋
、
伝
統
と
斬
新
さ
が
織
り

な
す
出
色
の
舞
台
芸
術
。
無
料
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
会
場
は
満
席
で
立

ち
見
が
出
る
盛
況
だ
っ
た
。

記念イベント

「芸協のちから」華麗に「芸協のちから」華麗に
60周年記念イベント60周年記念イベント

未来へ、感謝添えコラボ芸術未来へ、感謝添えコラボ芸術

「
第
61
回
宮
城
県
芸
術
祭
」
が
９

月
28
日
、
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー

ク
で
の
展
示
を
皮
切
り
に
開
幕
し

た
。
お
お
む
ね
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
内

容
で
、
還
暦
の
歩
み
の
そ
の
先
、
２

度
目
の
還
暦
で
あ
る
大
還
暦
に
向
け

た
「
再
ス
タ
ー
ト
」
を
飾
っ
た
。

開
会
式
は
従
来
の
形
式
で
実
施
。

佐
藤
淳
一
執
行
理
事
の
司
会
で
、
冒

頭
、
芸
術
祭
会
長
で
実
行
委
員
長
を

務
め
る
吉
田
利
弘
理
事
長
が
支
援
団

体
等
へ
の
感
謝
と
節
目
を
越
え
て
の

再
出
発
へ
の
決
意
を
込
め
て
開
会
の

あ
い
さ
つ
。
名
誉
会
長
の
一
力
雅
彦

河
北
新
報
社
代
表
取
締
役
社
長
が
祝

辞
を
述
べ
た
後
、
共
催
８
団
体
代
表

ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
。

芸
術
祭
は
、
展
示
系
第
Ⅰ
期
（
９

月
28
日
～
10
月
１
日
）
の
写
真
展
・

同
公
募
展
フ
ォ
ト
サ
ミ
ッ
ト
、
絵
画
展

（
公
募
の
部
）、
彫
刻
展
・
彫
刻
公
募

展
で
開
幕
。
第
Ⅱ
期（
10
月
５
～
８
日
）

の
絵
画
展
、
第
Ⅲ
期
（
10
月
12
～
15

日
）
の
華
道
展
、
書
道
展
と
続
い
た
。

９
月
29
日
に
は
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ

ホ
ー
ル
仙
台
で
、
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
、
10
月
３

日
に
は
宮
城
県
涌
谷
町
方
面
に
文
学

散
歩
を
実
施
。
15
日
に
は
文
芸
年
鑑

発
行
、
26
日
に
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

ホ
ー
ル
宮
城
で
文
芸
祭
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
茶
会
が
10
月
13
、
20
日
に

輪
王
寺
で
８
流
派
に
よ
り
コ
ロ
ナ
禍

以
前
に
近
い
形
で
実
施
。
音
楽
会
が

11
月
９
日
、
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー

ル
仙
台
で
、
長
唄
演
奏
会
も
同
月
17

日
、ト
ー
ク
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
仙
台
で
、

ま
た
、
工
芸
展
は
同
公
募
展
・
杜
の

み
や
こ
工
芸
展
と
併
せ
て
同
月
６
～

10
日
、
東
北
福
祉
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ミ
ニ
モ
リ
で
開
か
れ
た
。

12
月
３
日
、
ト
ー
ク
ネ
ッ
ト
ホ
ー

ル
仙
台
で
表
彰
式
、
明
年
２
月
９
日
、

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台
で
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
予
選
（
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
）・
本
選
（
チ
ェ
ロ
）、
３
月
16

日（
ピ
ア
ノ
）、20
日（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、

29
日
（
声
楽
）
の
本
選
が
行
わ
れ
る
。

大
還
暦
へ
、
思
い
も
熱
く

第
61
回
県
芸
術
祭
開
幕
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祝創立60周年祝創立60周年
第61回芸術祭第61回芸術祭
刻んだ年月　作品に結実刻んだ年月　作品に結実

【
彫
刻
展
（
９
月
28
日
～
10
月
１
日
）】

出
展
は
29
点
、
招
待
作
家
の
展
示
も
。

映
像
で
制
作
風
景
を
紹
介
す
る
等
の
60

周
年
特
別
企
画
も
実
施
。
写
真
は
最
高

賞
、
宮
城
県
芸
術
祭
賞
受
賞
の
作
品
名

「
宝
を
育
て
る
」。ユニー
ク
さ
が
際
立
つ
。 彫刻展

５
回
目
を
迎
え
た「
フ
ォ
ト
サ
ミ
ッ

ト in Sendai 

２
０
２
４
」
は
、
応

募
者
２
９
９
名
、
作
品
数
１
０
２
４

点
で
、
前
年
比
で
41
名
、
１
２
１

点
増
加
し
た
。
同
公
募
展
の
定
着

と
新
設
の
「
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
部
門
」
が

高
校
生
ら
若
者
の
出
品
を
促
し
た
。

今
回
は
、
自
由
、
東
北
の
風
土
、

創
作
（
旧
ア
ー
ト
）
に
ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ

を
加
え
た
４
部
門
で
募
集
。
フ
ォ
ト

サ
ミ
ッ
ト
大
賞
、
公
益
社
団
法
人
宮

城
県
芸
術
協
会
賞
に
は
、
多
賀
城
市

と
東
松
島
市
の
男
性
、
河
北
新
報
社

賞
、
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
賞
に
は
、
仙
台
市

の
女
性
の
作
品
が
選
ば
れ
た
。ま
た
、

写
真
甲
子
園
で
優
勝
し
た
白
石
工
業

高
校
の
写
真
部
員
の
応
募
し
た
作
品

（
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
部
門
）
が
、
宮
城
県

教
育
委
員
会
教
育
長
賞
に
輝
い
た
。

フ
ォ
ト
サ
ミ
ッ
ト
は
、
広
範
な
参

加
に
向
け
て
毎
年
の
よ
う
に
募
集
内

容
の
見
直
し
を
実
施
。
一
定
数
の
県

外
応
募
と

今
回
は
若

者
の
応
募

が
増
加
し
、

着
実
な
前

進
を
遂
げ

て
い
る
。

【
彫
刻
公
募
展
（
９
月
28
日
～
10

月
１
日
）】
出
展
は
10
点
。
定
番
的

な
力
作
の
中
に
斬
新
な
作
品
も
あ

り
、
入
場
者
ら
を
楽
し
ま
せ
た
。
写

真
は
最
高
賞
、
宮
城
県
芸
術
協
会
賞

受
賞
の
作
品
名
「
吾
子
」。

彫刻公募展

【
写
真
展
（
９
月
28
日
～
10
月
１

日
）】
出
展
は
74
点
。
渾
身
の
一
枚

を
紹
介
す
る
モ
ニ
タ
ー
展
示
、
特
別

企
画
「
中
嶋
忠
一
の
世
界
」
等
も
実

施
。
写
真
は
最
高
賞
、
宮
城
県
芸
術

祭
賞
受
賞
の
作
品
名
「
天
翔
る
」。 写真展

【
フ
ォ
ト
サ
ミ
ッ
ト in Sendai

２
０
２
４
（
９
月
28
日
～
10
月
１

日
）】「
自
由
」「
東
北
の
風
土
」「
創

作
」「
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
」
の
４
部
門
で

実
施
。
応
募
総
数
１
０
２
４
点
の
う

ち
、
入
賞
・
入
選
１
０
８
点
を
展
示
。

写
真
は
大
賞
受
賞
の
作
品
名
「
雪
降

る
夜
に
」。

フォトサミット

【
絵
画
展
・
公
募
の
部
（
９
月
28

日
～
10
月
１
日
）】
出
展
は
77
点
。

前
年
は
85
点
で
、
わ
ず
か
に
減
少
し

た
。
写
真
は
最
高
賞
、
宮
城
県
芸
術

協
会
賞
受
賞
の
作
品
名
「
微
睡
む
午

後
」。

絵画展・公募の部

【
絵
画
展
（
10
月
５
～
８
日
）】

出
展
は
日
本
画
35
点
、
洋
画
１
７
０

点
、役
員
等
74
点
。
写
真
は
最
高
賞
、

宮
城
県
芸
術
祭
賞
受
賞
（
日
本
画
）

の
作
品
名
「
慈
雨
上
が
る
」。
前
々

回
（
第
59
回
）
に
続
く
受
賞
。 絵画展（日本画）

【
絵
画
展
（
10
月
５
～
８
日
）】

写
真
は
最
高
賞
、
宮
城
県
芸
術
祭
賞

受
賞（
洋
画
）の
作
品
名「
群
れ
る
」。

リ
ア
ル
な
描
写
力
は
圧
巻
。
緻
密
で

繊
細
な
タ
ッ
チ
も
印
象
的
で
、
入
場

者
ら
の
目
を
引
き
付
け
る
。

絵画展（洋画）

応
募
者
数
、
作
品
数
が
増
加　

Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
部
門
新
設
も
効
果

フ
ォ
ト
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
４

フォトサミット会場
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【
文
芸
祭
（
10
月
26
日
）】
東
京

エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
会
議
室

で
開
催
。
第
９
回
文
芸
作
品
公
募
表

彰
式
と
文
芸
賞
受
賞
者
に
よ
る
感
懐

と
朗
読
の
２
部
構
成
。
応
募
者
数
は

一
般
１
２
３
名
、
ジ
ュ
ニ
ア
３
９
３

名
。
２
０
２
４
年
版
文
芸
年
鑑
も
発

行
。
５
０
０
部
、
１
０
０
０
円
【
文

学
散
歩

（
10
月
３

日
）】
宮

城
県
涌
谷

町
の
文
学

碑
を
訪
ね

た
。
参
加

20
名
。

河
北
新
報
社
と
の
連
携
に
よ
る
第

５
回
杜
の
み
や
こ
工
芸
展
の
応
募
者

は
１
２
８
名
、
作
品
数
は
１
５
２
点

で
、
と
も
に
前
回
を
下
回
っ
た
。
他

県
の
大
型
公
募
展
と
重
な
っ
た
た
め

か
、
柱
の
一
つ
、
陶
磁
の
落
ち
込
み

が
目
立
っ
た
。
特
別
企
画
等
の
対
応

に
追
わ
れ
、
会
員
ら
が
最
終
盤
の
応

募
の
呼
び
掛
け
に
努
め
切
れ
な
か
っ

た
側
面
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
、
業
者
の
都
合
で
作
品
搬
出

入
が
変
更
さ
れ
、
協
会
事
務
所
経
由

に
改
め
る
な
ど
、
諸
準
備
に
知
恵
を

尽
く
し
た
対
応
は
称
賛
さ
れ
て
よ
い
。

作
品
の
レ
ベ
ル
は
上
々
。
審
査
員

の
評
価
は
漆
、
染
織
を
中
心
に
総
じ

て
高
く
、
見
応
え
の
あ
る
作
品
が
そ

ろ
っ
た
。
地
域
の
伝
統
工
芸
、
仙
台

箪
笥
と
白
石
和
紙
の
作
品
が
入
賞
し

た
こ
と
も
特
徴
的
だ
。

定
着
と
課
題
が
見
え
た
形
の
節
目

の
同
工
芸
展
。
参
加
を
促
す
手
立
て

を
尽
く
し
、

一
層
の
質
の

向
上
と
次
回

以
降
の
応
募

状
況
の
好
転

を
図
り
た

い
。

【
華
道
展（
10
月
12
～
15
日
）】前
・

後
期
計
64
名
が
参
加
。
工
芸
部
と
の

連
携
で
毎
日
、
工
芸
作
品
に
花
を
生

け
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
、
会
場
を
彩
っ
た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ

席
（
４
席
）
も
設
置
。

華道展

文芸祭

【
書
道
展
（
10
月
12
～
15
日
）】

出
展
は
２
５
８
点（
役
員
の
部
66
点
、

会
員
の
部
１
９
２
点
）。
写
真
は
最

高
賞
、
宮
城
県
芸
術
祭
賞
受
賞
の
作

品
名
「
鈴
虫
の
声
」（
か
な
）。
揮
毫

会
や
60
周
年
特
別
企
画
の
自
書
に
よ

る
カ
レ
ン
ダ
ー
制
作
も
好
評
。

書道展

【
音
楽
会
（
11
月
９
日
）】
日
立
シ

ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

―
ル
で
開
催
。「
～
私
の
お
気
に
入
り

～
」
が
テ
ー
マ
で
、
シ
ョ
パ
ン
、
モ
ー

ツ
ア
ル
ト
、プ
ッ
チ
ー
ニ
、ヴ
ェ
ル
デ
ィ

ら
の
名
曲
を
披
露
。
晩
秋
の
夕
べ
、

心
地
よ
い
響
き
で
会
場
を
満
た
し
た
。

音楽会

【
第
44
回
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
ガ
ラ
コ

ン
サ
ー
ト
（
９
月
29
日
）】
日
立
シ
ス

テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
―

ル
で
開
催
。
入
賞
し
た
園
児
か
ら
大

学
生
ま
で
22
名
が
出
演
。
宮
城
県
芸

術
協
会
室
内
管
弦
楽
団
等
と
の
共
演

で
着
実
な
成
長
ぶ
り
を
見
せ
つ
け
た
。音楽コンクールガラコンサート

芸
術
祭
の
茶
会
は
10
月
13
、
20
の

両
日
、
仙
台
市
青
葉
区
の
輪
王
寺
で

開
催
さ
れ
た
。
13
日
は
表
千
家
、
遠

州
流
茶
道
、
玉
川
遠
州
流
、
石
州
清

水
流
、
20
日
は
裏
千
家
、
煎
茶
道
三

彩
流
、
江
戸
千
家
、
大
日
本
茶
道
学

会
の
計
８
流
派
で
、
参
加
は
昨
年
よ

り
２
流
派
増
え
た
。
天
候
に
も
恵
ま

れ
て
、
想
定
通
り
の
参
加
者
で
盛

況
。
コ
ロ
ナ
禍
で
杜
の
都
大
茶
会
の

中
止
が
続
く
中
、
地
域
に
茶
道
部
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ

た
。全
11
流
派
参
加
の
完
全
復
活
へ
、

着
実
な
一
歩
が
記
さ
れ
た
。

【
工
芸
展
（
11
月
６
～
10
日
）】

東
北
福
祉
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ミ
ニ
モ

リ
で
開
催
。
写
真
は
最
高
賞
、
宮
城

県
芸
術
祭
賞
受
賞
の
作
品
名
「
ｔ
ｕ

ｂ
ｏ
ｍ
ｉ
」（
陶
芸
）。
小
品
コ
ー

ナ
ー
と
創
立
60
周
年
記
念
企
画
「
い

け
ば
な
と
工
芸
の
美
」
も
高
評
価
。 工芸展

【
杜
の
み
や
こ
工
芸
展
（
11
月
６

～
10
日
）】
東
北
福
祉
大
学
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ミ
ニ
モ
リ
で
開
催
。
写
真
は
最

高
賞
、
杜
の
み
や
こ
工
芸
展
大
賞
の

宮
城
県
芸
術
協
会
賞
受
賞
の
作
品
名

「
創
作
仙
台
箪
笥
『
り
ん
ご
飴
』」

（
漆
）。
技
量
と
ア
イ
デ
ア
が
結
実
。 杜のみやこ工芸展

質
は
上
々
、
応
募
は
減
少　

第
５
回
杜
の
み
や
こ
工
芸
展

茶
会
、
完
全
復
活
へ

参
加
８
流
派
に
拡
大

杜のみやこ工芸展　会場
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芸
術
協
会
の
未
来
に
向
け
て
、
実

践
可
能
な
改
善
策
を
探
り
出
し
、
具

体
の
行
動
へ
と
結
び
つ
け
る
「
持
続

可
能
な
協
会
運
営
の
た
め
の
検
討
会

議
（
通
称
・
刷
新
会
議
）」
が
９
月

９
日
、
発
足
し
た
。

先
行
き
の
安
定
し
た
芸
協
運
営

へ
、
必
要
か
つ
実
現
可
能
な
対
応
策

を
話
し
合
い
、
実
践
の
方
向
を
手
繰

り
寄
せ
る
の
が
狙
い
だ
。
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
等
の
急
速
な
進
展
に

よ
り
、会
員
数
が
減
少
傾
向
を
速
め
、

近
い
将
来
、
個
性
的
で
多
様
な
活
動

の
展
開
が
難
し
く
な
り
兼
ね
な
い
状

況
で
、
事
業
を
支
え
る
財
務
基
盤
の

弱
体
化
が
進
む
こ
と
も
憂
慮
し
、
強

い
危
機
感
を
抱
い
た
吉
田
利
弘
理
事

長
の
意
向
で
、
設
置
が
決
ま
っ
た
。

刷
新
会
議
は
、
理
事
長
と
執
行
理

事
５
人
の
常
任
理
事
会
（
執
行
部
役

員
）
メ
ン
バ
ー
に
、
理
事
４
人
を
加

え
た
10
人
で
構
成
。
月
１
回
の
常
任

理
事
会
開
催
に
合
わ
せ
て
会
議
を
招

集
し
、
各
委
員
の
率
直
な
意
見
交
換

を
通
じ
て
「
実
施
を
前
提
と
す
る
」

改
善
策
を
煮
詰
め
て
い
く
。

芸
協
会
議
室
で
開
か
れ
た
第
１
回

会
議
に
先
立
ち
、
吉
田
理
事
長
が
改

め
て
設
置
の
意
図
と
今
後
の
展
開
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
趣
旨
を
説
明
。
で
き

る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
、
聖
域
を
設
け

ず
に
議
論
し
、
ま
と
ま
っ
た
方
策
に

つ
い
て
は
積
極
果
敢
に
取
り
組
ん
で

い
く
と
の
方
針
の
下
、「
ま
ず
は
本

年
度
の
第
61
回
県
芸
術
祭
を
つ
ぶ
さ

に
視
察
し
、
運
営
の
改
善
策
を
考
え

て
ほ
し
い
。
手
始
め
に
会
員
、
賛
助

会
員
の
確
保
策
等
に
つ
い
て
、
率
直

な
意
見
を
伺
い
た
い
」
と
述
べ
、
理

解
と
協
力
を
求
め
た
。

こ
の
日
は
会
議
の
立
ち
上
げ
が
主

で
、
時
間
も
限
ら
れ
る
た
め
、
テ
ー

マ
は
理
事
長
の
意
向
で
財
務
編
の「
正

会
員
、
賛
助
会
員
、
寄
付
行
為
」
に

関
す
る
項
目
に
限
定
。
２
０
０
４（
平

成
16
）
年
の
２
４
８
１
人
を
ピ
ー
ク

に
減
り
続
け
、
24
年
に
１
７
０
０
人

ぎ
り
ぎ
り
の
状
況
に
あ
る
正
会
員
確

保
の
あ
り
方
、
退
会
者
を
食
い
止
め

る
方
策
と
、
１
０
０
団
体
・
個
人
で

頭
打
ち
状
態
に
あ
る
賛
助
会
員
の

獲
得
や
退
会
者
の
発
生
を
回
避
す

る
方
策
等
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。

理
事
長
を
座
長
役
に
各
委
員
が
活

発
に
発
言
。「
認
識
の
共
有
に
向
け
、

規
模
を
拡
大
し
た
会
議
を
開
い
て
は

ど
う
か
」「
レ
ベ
ル
に
留
意
し
つ
つ

も
、
若
手
の
勧
誘
・
入
会
を
大
胆
に

進
め
た
い
」「
小
品
も
認
め
る
等
、
芸

術
祭
を
高
齢
会
員
に
も
優
し
い
開
催

に
改
め
る
」「
賛
助
会
員
獲
得
の
た

め
の
働
き
掛
け
が
決
定
的
に
不
足
し

て
お
り
、
声
掛
け
の
推
進
を
図
る
べ

き
だ
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。

第
２
回
会
議
は
10
月
28
日
に
開

催
。
第
１
回
の
会
議
を
受
け
て
、
確

認
と
深
化
を
メ
イ
ン
に
意
見
交
換
。

周
知
徹
底
を
図
る
た
め
、
運
営
委
員

を
含
め
た
「
拡
大
部
長
会
」
を
開
催

す
る
方
向
が
固
ま
っ
た
。
会
員
確
保

策
の
追
求
、
会
員
募
集
チ
ラ
シ
の
配

布
、
退
会
者
を
回
避
す
る
方
策
の
検

討
、
賛
助
会
員
の
獲
得
並
び
に
継
続

の
促
進
―
等
が
そ
の
内
容
と
な
る
。

会
員
特
典
と
し
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
在
り
方
等
の
継
続
検
討
課
題
に

つ
い
て
も
言
及
し
た
。

今
回
、
危
機
感
の
共
有
か
ら
、
で

き
る
こ
と
を
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
手

掛
け
る
た
め
の
刷
新
会
議
を
発
足
。

意
義
を
高
め
、
協
会
の
未
来
を
拓
く

一
手
と
す
る
べ
く
、
具
体
の
一
歩
が

記
さ
れ
た
。
小
さ
な
一
歩
を
大
き
な

前
進
と
す
る
た
め
、
心
を
一
つ
に
精

力
的
に
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、

改
革
・
実
践
を
支
え
る
一
般
会
員
ら

の
深
い
理
解
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
た
め
、
会
議
で
は
協
議
の
成

果
を
会
員
ら
に
情
報
提
供
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
図
る

こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。
併
せ
て
、

会
員
の
知
恵
を
広
く
集
め
、
総
参
加

の
体
制
で
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性

に
つ
い
て
も
認
識
を
共
有
し
た
。

　
協
会
の
未
来
へ
刷
新
会
議
発
足

　
協
会
の
未
来
へ
刷
新
会
議
発
足

実
施
前
提
に
幅
広
く
検
討
　

実
施
前
提
に
幅
広
く
検
討
　

　
刷
新
会
議
メ
ン
バ
ー

【
刷
新
会
議
（
名
簿
・
敬
称
略
）】

吉
田
利
弘
（
理
事
長
）、
佐
藤
淳
一
、

菅
原
宗
初
、
西
村
一
観
、
若
柳
梅
京
、

熊
井
雅
美
（
以
上
執
行
理
事
）、
及

川
英
之
、
佐
藤
象
雲
、
篠
沢
亜
月
、

西
恵
美
子
（
以
上
理
事
）

東
北
・
北
海
道
芸
術
文
化
団
体
協

議
会
は
６
月
21
日
、
札
幌
市
で
令
和

６
年
度
の
総
会
を
開
催
し
、
役
員
を

選
出
し
た
後
、
５
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
・
監
査
報
告
、
本
年

度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予

算
（
案
）
を
審
議
し
、
全
て
原
案
通

り
可
決
・
承
認
し
た
。

恒
例
の
交
流
事
業
と
し
て
幹
事（
会

長
就
任
）・
北
海
道
の
提
案
に
基
づ
い

て
、
こ
ど
も
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ッ
ト
「
Ｗ

Ｅ
Ｂ
展
覧
会
」
の
開
催
、
幹
事
へ
の

デ
ー
タ
の
送
信
を
確
認
。
情
報
交
換

で
は
、
当
協
会
が
①
文
化
施
設
の
整

備
状
況
と
活
用
の
実
態
②
国
民
文
化

祭
誘
致
に
向
け
た
動
向
―
を
提
起
、

現
状
を
報
告
し
合
っ
た
。
吉
田
利
弘

理
事
長
（
総
会
時
ま
で
会
長
）
と

伊
藤
敏
之
事
務
局
長
代
行
が
出
席
。

芸
文
協
総
会
で
議
案
可
決

交
流
事
業
の
実
施
も
確
認

当
協
会
の
会
員
が
匿
名
で
、
こ
の

ほ
ど
協
会
に
30
万
円
を
寄
付
し
た
。

仲
介
し
た
吉
田
利
弘
理
事
長
に
よ
る

と
、
協
会
が
先
行
き
の
円
滑
な
運
営

に
向
け
て
、
組
織
・
事
業
の
両
面
か

ら
在
り
方
を
問
い
直
す「
刷
新
会
議
」

を
設
置
し
議
論
を
始
め
た
こ
と
を
知

り
、
今
後
の
改
革
の
一
助
に
と
の
意

思
が
示
さ
れ
た
。

昨
年
も
会
員
が
匿
名
で
、
50
万
円

の
寄
付
を
申
し
出
て
お
り
、
相
次
ぐ

多
額
寄
付
に
吉
田
理
事
長
は
「
組
織

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
。
思

い
を
受
け
止
め
有
効
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
」
と
、
刷
新
へ
の
決
意
と

感
謝
の
思
い
を
語
っ
た
。

改
革
の
一
助
に
と
の
思
い
添
え

　
会
員
、
協
会
に
30
万
円
寄
付

刷新会議
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賞　　　名 部　　　門 作　　品　　名 氏　　　名

宮 城 県 芸 術 祭 賞

写 真 部 天 翔 る 阿 部 信 義（大崎市）
彫 刻 部 宝 を 育 て る 姉 歯 公 也（大崎市）
絵画部（日本画） 慈 雨 上 が る 荒 井 静 子（仙台市）
絵画部（洋　画 ） 群 れ る 鈴 木 琢 也（角田市）
書 道 部 鈴 虫 の 声（か　な） 岸 本 清 舟（仙台市）
文 芸 部 稲 の 香（俳　句） 伊 藤 一 男（仙台市）
工 芸 部 t u b o m i （陶　芸） 大 沼 明 子（仙台市）

宮 城 県 知 事 賞

写 真 部 月明かりに照らされるオーロラ 佐 藤 節 子（仙台市）
彫 刻 部 s w i t c h 花 渕 一 明（仙台市）
絵画部（日本画） s c e n t 數　本　冴英佳（仙台市）
絵画部（洋　画 ） 方 舟 の ゆ く え 畠 山 明 弘（登米市）
書 道 部 白 楽 天 詩（漢　字） 渡 辺 無 象（仙台市）
文 芸 部 　　　　 葵� （ 詩 ） 建 入 登 美（仙台市）
文 芸 部 若 葉 の 栞（短　歌） 斉　藤　　　梢（仙台市）
文 芸 部 晩 霞 芹（俳　句） 鶴 岡 行 馬（涌谷町）
文 芸 部 喜 寿 の 坂（川　柳） 深 谷 隆 志（仙台市）
工 芸 部 縷 縷 と 。（七　宝） 松 本 幸 恵（仙台市）

仙 台 市 長 賞
絵画部（日本画） 漆 黒 の ゆ り か ご 小　泉　百合子（多賀城市）
絵画部（洋　画 ） 唯 一 無 二 板　橋　かおり（仙台市）
書 道 部 悠 遠（少　字） 井 上 紫 玉（名取市）

河 北 新 報 社 賞

写 真 部 慈 し み 先 崎 康 人（仙台市）
彫 刻 部 男 の 首 海 野 健 治（仙台市）
絵画部（日本画） 瑠 璃 の 名 残 り 山 本 政 彰（仙台市）
絵画部（洋　画 ） 心ひとつに-そして　これから-（Ⅲ） 大 竹 幸 子（仙台市）
書 道 部 宮 本 博 志 の 詩（近代詩文） 芳 賀 真 桜（気仙沼市）
文 芸 部 梅 茶 漬（川　柳） 堀之内　稔　夫（利府町）
工 芸 部 夢をつなぐ鳥たち（ガラス） 川 村 洋 子（仙台市）

宮城県教育委員会教育長賞
絵画部（洋　画 ） G o d  k n o w s 岡 崎 義 恵（仙台市）
書 道 部 王 維 詩 一 節（篆　刻） 栗 山 克 堂（涌谷町）
工 芸 部 秋 さ り 衣（染　織） 古 山 文 子（塩釜市）

宮城県教育委員会教育長特別賞

絵画部（日本画） 夕 陽 の 中 で 髙 橋 則 子（仙台市）
絵画部（洋　画 ） ま ち の 記 憶 Ⅷ 堀　　　英　敏（仙台市）
書 道 部 悠 久 の 時（墨　象） 藤 原 紅 雲（色麻町）
書 道 部 曾 幾 詩（漢　字） 山 田 華 鳳（松島町）
工 芸 部 ト キ ノ ワ ン（陶　芸） 千 田 玲 子（仙台市）

仙台市教育委員会教育長賞 絵画部（洋　画 ） レ ク イ エ ム の 欠 片 中　村　たみ子（石巻市）
書 道 部 　　　　 禮� （少　字） 畠 中 成 山（石巻市）

宮 城 県 議 会 議 長 賞 絵画部（洋　画 ） バ ク タ プ ル 広 場 の 午 後 伊 藤 敏 行（仙台市）
書 道 部 直井彩の詩「黄金の瞳」（近代詩文） 大 友 四 峰（岩沼市）

仙 台 市 議 会 議 長 賞 絵画部（洋　画 ） P r e s e n c e  f o r  A s h 大　内　　　隆（松島町）
書 道 部 宮澤賢治の詩より（近代詩文） 佐々木　一　峰（大崎市）

公益財団法人宮城県文化振興財団賞

写 真 部 炎 J A Z Z i n g 吾 妻 克 美（大河原町）
絵画部（洋　画 ） 「 空 に 虹 を 描 く 」 阿 部 正 彦（気仙沼市）
書 道 部 廖 燕 詩（漢　字） 宍 戸 青 園（岩沼市）
書 道 部 蘇 東 坡 詩（漢　字） 中 島 桃 沙（仙台市）
書 道 部 甦 り の 聖 地（近代詩文） 今 野 榮 園（仙台市）
文 芸 部 槻 の 若 葉（短　歌） 宮 城 公 子（名取市）
工 芸 部 しな糸手もじり織八寸帯「継」（染　織） 横 田 美 和（仙台市）

公益財団法人仙台市市民文化事業団賞
写 真 部 冬 支 度 竹 内 邦 昭（石巻市）
絵画部（日本画） お お き な パ フ ェ 板 橋 千 穂（仙台市）
絵画部（洋　画 ） 秋 風 小　泉　留美子（仙台市）
書 道 部 劉 廷 芝 詩（漢　字） 舘 岡 経 香（秋田市）

公益財団法人カメイ社会教育振興財団賞 絵画部（日本画） ひ ま わ り 佐々木　智　朗（仙台市）
絵画部（洋　画 ） 新 し い 自 分 の 世 界 大 坂 祥 春（大崎市）

菅 野 美 術 館 賞 彫 刻 部 育 む 山　中　ミサ子（仙台市）

門 伝 勝 太 郎 賞
絵画部（洋　画 ） 光 降 る 日 に 齋 藤 弘 子（仙台市）
書 道 部 三 好 達 治 の 詩（近代詩文） 伊 勢 枝 香（仙台市）
工 芸 部 途 上 の 切 り 口（陶　芸） 新 藤 睦 子（仙台市）

宮 城 県 芸 術 祭 奨 励 賞

写 真 部 彩 雲 伊 藤 克 彦（仙台市）
写 真 部 ソブカーム村のモン族の子供達 伊　藤　トオル（仙台市）
絵画部（洋　画 ） オ ア シ ス タ イ ム 三 浦 頼 子（石巻市）
絵画部（洋　画 ） 相 高　橋　真由美（仙台市）
絵画部（洋　画 ） 古 き ラ ン プ と ザ ク ロ 佐々木　まさ子（仙台市）
書 道 部 心 動（少　字） 叶　　　きみ子（仙台市）
書 道 部 処 暑（墨　象） 高 橋 清 琳（美里町）
書 道 部 劉 滄 詩（漢　字） 菅 原 紫 雲（仙台市）
書 道 部 陳 與 義 詩（漢　字） 樫 村 遊 雲（仙台市）
書 道 部 ウィリアム・ブレイクの詩「無垢の予兆」（近代詩文） 津　川　えりか（仙台市）
書 道 部 坂村真民の詩「二度とない人生だから」（近代詩文） 佐 藤 無 極（名取市）
文 芸 部 沙 羅 の 木（短　歌） 伊 達 宮 子（仙台市）

第 61 回宮城県芸術祭受賞者（会員の部）
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部　　門 賞　　名 作　　品　　名 氏　　　名

絵 画 展（ 公 募 の 部 ）

宮 城 県 芸 術 協 会 賞 微 睡 む 午 後 松　山　　　凜（仙台市）
優 秀 賞 発 芽 石 井 沙 英（仙台市）
優 秀 賞 人 鳥 夢 想 図 黒 政 真 理（仙台市）
奨 励 賞 D o n ' t  S t o p  M e  N o w 阿 部 貴 志（仙台市）
奨 励 賞 M o d e l 北　田　ちよえ（仙台市）
奨 励 賞 刻 を 編 む Ⅱ 菅 原 美 恵（仙台市）
奨 励 賞 ユ ウ カ イ と 絶 対 領 域 白　倉　向日葵（仙台市）
奨 励 賞 浄 土 　 v e r . 1 . 0 齋 藤 健 一（仙台市）
奨 励 賞 平 和 へ の 祈 り 只 野 京 子（仙台市）
奨 励 賞 今 朝 の 陽 に 箱 崎 宏 子（岩沼市）
奨 励 賞 あ る 日 の 想 い 出 齋 藤 勝 志（仙台市）

彫 刻 公 募 展 宮 城 県 芸 術 協 会 賞 吾 子 佐　藤　さおり（利府町）
奨 励 賞 記 憶 畠　山　東洋子（亘理町）

フォトサミット in Sendai 2024

フォトサミット大賞 雪 降 る 夜 に 栗 崎 貴 史（多賀城市）
公益社団法人宮城県芸術協会賞 現 役 農 業 女 子 高 橋 達 也（東松島市）
河 北 新 報 社 賞 迷 い の 春 八 嶋 真 子（仙台市）
Ｙ ｏ ｕ ｔ ｈ 賞 ジ キ ル と ハ イ ド 豊 島 芽 依（仙台市）
Ｊ Ａ Ｌ 賞 お し く ら ま ん じ ゅ う 浅 黄 成 美（山形県）
宮 城 県 知 事 賞 心 頭 滅 却 松　田　 恵子（仙台市）
青 森 県 知 事 賞 恐 山 夕 暮 の 頃 氏 家 幸 夫（仙台市）
岩 手 県 知 事 賞 し し に な る 山 下 春 樹（岩手県）
秋 田 県 知 事 賞 絵 に な っ た 私 佐 藤 史 朗（仙台市）
山 形 県 知 事 賞 祭 り の 詩 松 木 勇 紀（山形県）
福 島 県 知 事 賞 弁 財 天 谷 藤 幸 治（仙台市）
仙 台 市 長 賞 桜 の 花 の 遊 び 方 泉　田　利美子（仙台市）
宮城県教育委員会教育長賞 R e s p a w n 齋　　　秀　哉（白石市）
仙台市教育委員会教育長賞 垂 線 の 秋 松 浦 昭 宏（静岡県）
宮 城 県 議 会 議 長 賞 故 郷 と の 再 会 中 村 咲 菜（涌谷町）
仙 台 市 議 会 議 長 賞 い い 眺 め 小　沼　　　均（仙台市）
公益財団法人宮城県文化振興財団賞 1 9 2 1 年 生 ま れ 菅 原 宏 之（仙台市）
大 崎 市 長 賞 伊 豆 沼 山 本 正 彦（仙台市）
東 北 電 力 賞 も う す ぐ ク リ ス マ ス 佐　藤　剛太郎（仙台市）
東 北 放 送 賞 ク マ さ ん の 水 遊 び 笹　原　　　弘（仙台市）
ニ コ ン 賞 包 愛 包 大 沼 紫 乃（大崎市）
堀 内 カ ラ ー 賞 陽 ざ し の 中 で 大 場 政 儀（大崎市）
ｔｃｄ東北カラーデュープ賞 雪 遊 び 幸 野 収 三（仙台市）

第 61 回宮城県芸術祭　絵画展（公募の部）彫刻公募展　フォトサミット in Sendai 2024　受賞者

賞 作　　品　　名 氏　　　名
宮 城 県 芸 術 協 会 賞 創 作 仙 台 箪 笥 「 り ん ご 飴 」（ 漆 ） 杉 山 智 一（大和町）
河 北 新 報 社 賞 風 の 路（陶　磁） 山 口 幸 雄（仙台市）
公益財団法人宮城県文化振興財団賞 乾 漆 造 「 湿 原 の 花 」（ 漆 ） 坂 内 憲 勝（福島県）
J A L 賞 深 緑 の 季（染　織） 安 倍 由 夏（白石市）
宮 城 県 知 事 賞 細 雪（染　織） 及 川 曜 子（東松島市）
青 森 県 知 事 賞 ４ １ ． １ ℃（ 漆 ） 田 中 泰 雄（仙台市）
岩 手 県 知 事 賞 蒼 い 波（陶　磁） 相　澤　まゆみ（長野県）
秋 田 県 知 事 賞 友 禅 訪 問 着  春 秋 （染　織） 小 林 昌 夫（秋田県）
山 形 県 知 事 賞 過 ぎ し 日 の 絆（人　形） 竹 内 和 子（山形県）
福 島 県 知 事 賞 命 脈（陶　磁） 遠 藤 幸 子（福島県）
仙 台 市 長 賞 春 日 和（染　織） 武 藤 洋 子（仙台市）
宮城県教育委員会教育長賞 h o t a r u i s i（陶　磁） 大 沼 明 子（仙台市）
仙 台 市 教 育 委 員 会 賞 こ ぎ ん 刺 し 「 幽 深 」（染　織） 小 林 寛 子（仙台市）
公益財団法人仙台市市民文化事業団賞 省 胎 七 宝 器 「 連 菱 」（七　宝） 佐　瀬　たか子（岩沼市）
東 北 福 祉 大 学 賞 夢 幻 泡 影（金　工） 松 葉 滋 樹（塩釜市）
NHK仙 台 放 送 局 長 賞 紬 着 物 「 春 嶺 」（染　織） 横 田 美 和（仙台市）
東 北 放 送 賞 鳥 と 花 と ‥‥（硝　子） 小 山 尚 美（仙台市）
東 北 電 力 賞 F r o s t（染　織） 菅 原 麻 由（仙台市）
新 人 賞 白 石 和 紙 細 工（ 紙 ） 三 塚 亜 弥（福島県）

第５回　杜のみやこ工芸展　受賞者
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令
和
６
年
度
の
宮
城
県
芸
術
選
奨

受
賞
者
が
決
ま
っ
た
。
受
賞
者
は
芸

術
選
奨
３
名
、
同
新
人
賞
５
名
。
当

協
会
の
会
員
、
美
術
（
書
）
の
一
関

京
子
氏
が
選
奨
に
、美
術
（
日
本
画
）

の
山
本
政
彰
氏
と
文
芸
（
短
歌
）
の

沼
沢
修
氏
が
同
新
人
賞
に
輝
い
た
。

表
彰
式
は
11
月
29
日
、
県
庁
内
で
実

施
。
栄
誉
と
重
ね
た
地
道
な
精
進
を

た
た
え
る
と
と
も
に
、
宮
城
県
の
芸

術
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
、
当
協
会

の
活
動
に
も
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
た

３
氏
の
業
績
と
喜
び
の
声
を
紹
介
す

る
。

芸
術
選
奨
、
一
関
京
子
氏

　
美
術
（
書
）

河
北
書
道
展
を

中
心
に
秀
作
を

次
々
発
表
。入
選
・

入
賞
多
数
。
同
展

の
招
待
作
家
に
昇
格
。
３
月
の
個
展

も
高
評
で
、
常
に
次
代
を
示
唆
す
る

よ
う
な
意
欲
作
を
手
掛
け
、
宮
城
を

代
表
す
る
少
字
作
家
と
し
て
傑
出
し

た
力
量
を
示
し
て
い
る
。
72
歳
。
仙

台
市
出
身
。

文
化
庁
の
令
和

６
年
度
の
地
域
文

化
功
労
者
表
彰
の

発
表
が
あ
り
、
当

協
会
の
元
理
事
（
洋
楽
、
当
時
は
音

楽
）
で
参
事
の
マ
ン
ド
リ
ン
奏
者
、

高
橋
五
郎
氏
＝
仙
台
市
＝
が
表
彰
者

に
選
ば
れ
た
。
長
年
、
地
域
文
化
の

振
興
・
発
展
に
功
績
顕
著
な
個
人
、

団
体
を
文
部
科
学
大
臣
が
顕
彰
す
る

も
の
で
、
今
回
、
宮
城
県
関
係
で
は

３
個
人
・
団
体
が
栄
誉
に
浴
し
た
。

高
橋
氏
は
仙
台
市
出
身
。
長
年
に

わ
た
り
、
マ
ン
ド
リ
ン
奏
者
と
し
て

優
れ
た
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
一

般
社
団
法
人
（
一
社
）
日
本
マ
ン
ド

リ
ン
連
盟
会
長
等
を
務
め
、
地
域
文

化
の
振
興
に
多
大
の
貢
献
を
し
て
い

見
て
く
れ
る
人
が
い
る
ん
だ
な
と

驚
く
や
ら
う
れ
し
い
や
ら
で
す
ね
。

10
歳
の
頃
に
書
と
出
合
い
、
20
歳
の

頃
に
一
生
を
か
け
る
と
心
に
誓
い
、
大

学
職
員
と
の
二
足
わ
ら
じ
を
貫
い
て

き
ま
し
た
。
過
去
を
引
き
ず
ら
ず
、

手
を
抜
く
こ
と
な
く
前
へ
前
へ
と
努

め
た
ご
褒
美
で
し
ょ
う
か
。
受
賞
を

励
み
と
し
、
現
代
書
（
少
字
・
近
代

詩
文
）
を
究
め
る
べ
く
、
自
ら
を
鼓

舞
し
精
進
を
続
け
て
い
く
所
存
で
す
。

芸
術
選
奨
新
人
賞
、
山
本
政
彰
氏

美
術
（
日
本
画
）

令
和
元
年
、
河

北
美
術
展
に
初
出

品
し
入
選
し
て
以

降
、
破
竹
の
勢
い

で
秀
作
を
発
表
。
芸
術
祭
絵
画
展
公

募
の
部
で
入
賞
し
、
入
会
の
翌
年
に

は
芸
術
祭
賞
を
受
賞
。
河
北
美
術
展

で
河
北
賞
、春
の
院
展
に
も
入
選
し
、

日
本
画
の
未
来
を
担
う
逸
材
と
注
目

さ
れ
る
。
63
歳
。
札
幌
市
出
身
。

芸
術
選
奨
新
人
賞
、
沼
沢
修
氏　文
芸

令
和
２
年
、
宮

城
県
短
歌
賞
（
県

歌
人
協
会
）、
３

年
芸
術
祭
県
知

事
賞
を
受
賞
。
５
年
、
第
二
歌
集

「
秋
の
ひ
か
り
」
は
完
成
度
が
高

く
、
歌
材
の
切
り
取
り
、
詩
的
な

表
現
が
秀
逸
。
歌
作
や
研
究
な
ど

県
歌
壇
の
リ
ー
ド
役
が
期
待
さ
れ

る
。
70
歳
。
山
形
県
舟
形
町
出
身
。

こ
の
年
齢
で
新
人
賞
？　

の
思
い

も
あ
り
つ
つ
、
う
れ
し
さ
は
こ
の
上

な
い
も
の
で
す
。
画
家
、
音
楽
家
志

望
で
し
た
が
、
近
接
の
建
築
士
と
し

て
就
職
。
二
十
代
で
衝
撃
を
受
け
た

日
本
画
に
導
か
れ
る
よ
う
に
定
年
を

前
に
、
画
家
に
転
じ
ま
し
た
。
体
調

面
に
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
画
歴
の

若
さ
を
強
み
と
し
、
今
は
型
に
は
ま

ら
ず
、
居
を
構
え
た
地
で
自
分
な
り

の
表
現
を
磨
い
て
ま
い
り
ま
す
。

入
会
を
推
薦
下
さ
っ
た
故
原
田
夏

子
さ
ん
に
ご
恩
返
し
で
き
た
と
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
短
歌
を
始
め
た
の

は
16
歳
の
秋
、
山
形
県
猿
羽
根
峠
の

斎
藤
茂
吉
の
歌
碑
に
感
動
し
「
い
つ

か
ふ
る
さ
と
を
詠
っ
た
茂
吉
の
よ
う

に
歌
を
詠
ん
で
み
た
い
」
と
思
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
初
心
を
忘

れ
ず
思
い
が
け
な
い
「
70
歳
の
新
人

賞
」
を
励
み
と
し
、
今
後
も
東
北
の

歌
を
詠
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

地
域
文
化
功
労
者
に
高
橋
氏

元
理
事
、
マ
ン
ド
リ
ン
奏
者

る
。現
在
も
マ
ン
ド
リ
ン
合
唱
団「
チ

ル
コ
ロ
・
マ
ン
ド
リ
ニ
ス
テ
ィ
コ
・

フ
ロ
ー
ラ
」
を
主
宰
、
毎
年
、
定
期

演
奏
会
を
開
催
し
て
い
る
。
当
協
会

に
は
昭
和
51
年
に
入
会
、
一
社
当
時

の
平
成
10
～
24
年
ま
で
、
理
事
を
務

め
、
協
会
の
発
展
に
も
尽
く
し
た
。

文
化
の
日
表
彰
に
会
員
３
氏

令
和
６
年
文
化
の
日
表
彰
受
賞
者

（
教
育
文
化
功
労
）
に
当
協
会
か
ら

工
芸
（
陶
芸
）
の
小
川
和
子
さ
ん
＝

仙
台
市
、茶
道
（
大
日
本
茶
道
学
会
）

の
相
澤
仙
静
（
静
子
）
さ
ん
＝
同
、

文
芸
（
川
柳
）
の
西
（
髙
橋
）
恵
美

子
さ
ん
＝
白
石
市
の
３
名
の
会
員
が

選
ば
れ
た
。

小
川
さ
ん
は
絵
画
（
洋
画
）
と
の

重
籍
。
両
部
運
営
委
員
。
二
刀
流
で

精
力
的
に
活
動
し
、
令
和
２
年
度
芸

術
選
奨
を
受
け
て
い
る
。
81
歳
。

相
澤
さ
ん
は
茶
道
部
運
営
委
員
。

長
年
、
伝
統
文
化
・
茶
道
の
普
及
と

後
進
の
指
導
、
育
成
に
努
め
、
茶
道

の
継
承
に
尽
力
し
た
。
75
歳
。

西
さ
ん
は
協
会
理
事
。
川
柳
作
家

と
し
て
長
年
、
優
れ
た
創
作
活
動
と

と
も
に
後
進
の
指
導
を
実
践
、
川
柳

界
の
発
展
に
寄
与
し
た
。
74
歳
。

文
芸
部
（
短
歌
）
を
退
会
し
た
ば

か
り
の
岡
本
勝
さ
ん
も
選
出
さ
れ

た
。

重ねた研鑽、　重ねた研鑽、　
　　　実績に光　　　実績に光

会員３氏に　　　会員３氏に　　　
芸術選奨、新人賞芸術選奨、新人賞

表
彰
を
受
け
て
、
高
橋
氏
は
「
こ

の
度
の
受
賞
は
寝
耳
に
水
で
驚
き
ま

し
た
。
芸
協
で
の
関
わ
り
は
自
分
の

経
験
と
な
り
ま
し
た
。
マ
ン
ド
リ
ン

と
い
う
楽
器
の
世
界
を
広
げ
て
い
く

た
め
、
今
後
も
尽
力
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。」
と
喜
び
を
語
っ
た
。
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第
71
回
日
本
伝
統
工
芸
展
（
日
本

工
芸
会
な
ど
主
催
）
で
、
七
宝
作
家

の
安
藤
令
子
さ
ん
（
蔵
王
町
）
＝
工

芸
部
運
営
委
員
＝
が
、
日
本
工
芸
会

会
長
賞
を
受
賞
し
た
。
日
本
最
大
規

模
の
公
募
展
と
し
て
知
ら
れ
、
宮
城

県
か
ら
の
入
賞
は
20
年
ぶ
り
と
い
う
。

応
募
作
品
の
タ
イ
ト
ル
は
「
律
」。

奥
行
き
、
幅
各
20
㌢
、
高
さ
７
㌢
の

鉢
で
、「
銀
有
線
七
宝
」
と
い
う
ユ

ニ
ー
ク
な
技
法
が
特
徴
。
銀
線
を
模

様
と
し
て
生
か
す
斬
新
な
表
現
方
法

が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

作
品
の
テ
ー
マ
は「
迷
路
」。
使
っ

た
パ
ー
ツ
は
２
千
～
３
千
。
制
作
に

３
カ
月
を
要
し
た
。
芸
術
的
セ
ン
ス

が
輝
く
図
柄
と
と
も
に
、
ピ
ン
セ
ッ

ト
と
熟
練
の
手
業
が
光
る
。

安
藤
さ
ん
は
入
選
の
常
連
だ
が
、

入
賞
は
25
回
の
応
募
で
初
め
て
と
い

う
。
今
回
、
応
募
総
数
１
０
８
５
点

の
中
か
ら
入
賞
16
点
の
う
ち
の
１

点
、そ
れ
も
上
位
の
賞
に
選
ば
れ
た
。

明
年
１
月
に
仙
台
三
越
で
開
催
さ

れ
る
巡
回
展
で
展
示
さ
れ
る
予
定
。

入
選
会
員
は
以
下
の
通
り
。

橋
本
昌
彦
（
陶
芸
）
＝
参
事
、
本

間
潔
（
木
竹
芸
）
＝
運
営
委
員
、
種

澤
有
希
子
（
七
宝
）
＝
同
、
鍋
田
尚

男
（
ガ
ラ
ス
）
＝
部
長

第
４
回
宮
城
県
各
流
子
ど
も
舞
踊

大
会
が
８
月
10
日
、
仙
台
市
福
祉
プ

ラ
ザ
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

た
。
日
本
舞
踊
協
会
宮
城
県
支
部
主

催
で
、
当
協
会
も
共
催
の
形
で
支
援

し
、
開
催
し
た
。

日
本
舞
踊
の
技
量
向
上
と
魅
力
を

伝
え
、
伝
統
芸
能
の
継
承
に
役
立
て

る
の
が
狙
い
で
、
５
歳
か
ら
中
学
２

年
ま
で
７
社
中
18
名
が
出
演
。

未
就
学
児
、
小
学
生
低
学
年
、
高

学
年
、中
学
生
の
４
部
構
成
で
実
施
。

子
ど
も
た
ち
は
、
大
き
な
舞
台
に
緊

張
し
つ
つ
も
、
あ
で
や
か
な
着
物
姿

で
所
作
に
忠
実
に
舞
い
、
日
頃
の
稽

古
の
成
果
を
披
露
し
た
。

来
場
者
は
舞
踊
関
係
者
や
保
護
者

を
中
心
に
約
１
２
０
名
。

編
集
後
記

刷
新
会
議
が
発
足
し
た
。
正
式
名

称
は
「
持
続
可
能
な
協
会
運
営
の
た

め
の
検
討
会
議
」。
い
さ
さ
か
長
め

だ
が
、
芸
協
版
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
っ

た
と
こ
ろ
か
。
持
続
だ
け
を
目
指
す

の
で
あ
れ
ば
、
直
ち
に
危
う
さ
が
表

面
化
す
る
状
況
に
は
な
い
。
た
だ
、

「
よ
り
良
い
形
で
の
継
承
」
を
と
い

う
こ
と
な
ら
、
検
討
す
べ
き
項
目
は

多
く
幅
も
広
い
。
改
革
へ
の
舞
台
を

整
え
る
こ
と
は
重
要
だ
が
、
本
気
の

魂
を
入
れ
て
こ
そ
大
き
な「
風
呂
敷
」

に
ふ
さ
わ
し
い
成
果
を
得
ら
れ
よ

う
。
会
員
の
皆
さ
ん
と
意
思
疎
通
を

図
り
つ
つ
、
還
暦
以
降
の
芸
協
第
２

章
を
方
向
付
け
る
役
割
の
重
さ
に
応

え
る
期
待
の
膨
ら
む
議
論
を
ぜ
ひ
。

　
七
宝
の
安
藤
さ
ん
快
挙

　
七
宝
の
安
藤
さ
ん
快
挙

　
　
　
　
　
　
　
伝
統
工
芸
展
で
会
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
伝
統
工
芸
展
で
会
長
賞

県
各
流
子
ど
も
舞
踊
大
会
　
　

県
各
流
子
ど
も
舞
踊
大
会
　
　

　
　
　
日
ご
ろ
の
成
果
、
華
や
か
に

　
　
　
日
ご
ろ
の
成
果
、
華
や
か
に

河
北
新
報
の
広
告
媒
体
で
あ
る
河

北
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
せ
ん
だ
い
９
月
５

日
号
で
、
当
協
会
が
紹
介
さ
れ
た
。

創
立
60
周
年
に
ち
な
み
、
吉
田
利
弘

理
事
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
形
で
協
会

の
活
動
内
容
を
説
明
。
10
月
６
日
の

記
念
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
も
盛
り
込
ま

れ
た
。
発
行
に
関
わ
る
広
告
会
社
か

ら
持
ち
込
ま
れ
た
企
画
で
、
当
協
会

が
原
稿
執
筆
で
協
力
し
た
。
同
誌
は

河
北
新
報
の
折
り
込
み
等
を
通
じ
県

内
全
域
に
約
40
万
部
を
配
布
。
一
定

程
度
、
周
知
に
貢
献
し
た
。

（
団
体
）

◇
株
式
会
社
斎
テ
ン
ト

代
表
取
締
役　

齋　

南　

様

新
賛
助
会
員

事
務
局
日
誌

◇
日
本
航
空
株
式
会
社
東
北
支
社

支
社
長　

佐
野　

寛
人　

様

◇
北
日
本
電
材
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

氏
家　

修　

様

◇
株
式
会
社
深
松
組

代
表
取
締
役
社
長　

深
松　

努　

様

◇
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

宮
城
県
支
部

本
部
長　

梅
澤　

修
一　

様

【
華
道
部
】〔
小
原
流
〕
伊
東
深
翠
（
規

子
）=

仙
台
市
、
佐
藤
華
千
（
千
恵
）

=

塩
釜
市
、
百
足
桃
香
（
久
美
子
）=

仙
台
市
、〔
草
月
流
〕
石
川
史
紅
（
史

子
）=

仙
台
市
、
岡
村
霞
穂
（
美
穂
子
）

=

山
形
県
東
根
市
、
小
山
萩
里
（
眞
理

子
）=

仙
台
市
【
洋
楽
部
】
伊
藤
有
里

=

名
取
市
、
塚
野
淳
一=

仙
台
市
、
千

葉
ま
り
ん=

仙
台
市
【
邦
楽
部
・
長
唄
】

杵
家
弥
登
文
（
安
齋
文
江
）=

福
島
県

福
島
市

新
部
長

【
絵
画
部
】
中
村
喜
吉
【
邦
楽
部
】

河
北
の
広
告
媒
体
に
掲
載
　
　

河
北
の
広
告
媒
体
に
掲
載
　
　

芸
協
紹
介
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
も

芸
協
紹
介
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
も

新
入
会
員

佐
藤
皖
山
【
茶
道
部
】
白
木
岳
斎

新
副
部
長

【
絵
画
部
】
土
屋
薫
、
今
井
宣
子
、

坂
本
和
之【
工
芸
部
】馬
場
興
彦【
書

道
部
】
髙
野
芳
月
【
華
道
部
】
倉
田

豊
燿
【
邦
楽
部
】
佐
藤
將
山
【
茶
道

部
】
髙
橋
宗
敬
【
写
真
部
】
佐
藤
崇

新
運
営
委
員

【
絵
画
部
】
中
島
み
ど
り
【
書
道
部
】

天
野
白
扇
、
小
元
佳
香
、
西
條
玉
静
、

佐
藤
華
炎
、
建
部
紘
子
【
文
芸
部
】

千
田
基
嗣
【
写
真
部
】
伊
藤
克
彦
、

先
崎
康
人

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

（
事
務
局
に
連
絡
が
あ
っ
た
も
の
）

◇
第
56
回
日
本
水
墨
画
展

▽
佳
作
＝
熊
谷
雪
蒼

◇
再
興
第
１
０
９
回
院
展

▽
入
選
＝
三
浦
長
悦

◇
第
79
回
行
動
展

▽
向
井
潤
吉
賞
＝
大
西
ち
い
子
▽
永
井

保
賞
・
会
友
推
挙
＝
板
橋
か
お
り
▽
会

友
推
挙
＝
畠
山
明
弘

◇
第
11
回
日
本
美
術
展
覧
会

〈
第
1
科
（
日
本
画
）〉
▽
入
選
＝
奥

山
和
子

〈
第
2
科
（
洋
画
）〉
▽
入
選
＝
堀
英
敏

〈
第
4
科
（
工
芸
美
術
）〉
▽
入
選
＝

桑
原
リ
エ

◇
第
77
回
塩
竈
市
美
術
展

▽
塩
竈
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
＝
堀

英
敏

受
贈
書
（　

）
は
寄
贈
者

『
歌
集　

青
葉
の
闇
へ
』（
斉
藤
梢
）、

『
句
集
メ
ー
デ
ー
』（
相
原
日
出
子
）、

『
歌
集　

堅
香
子
の
花
』（
萩
生
初
江
）

謹
　
弔

文
芸
部
（
短
歌
）

橋
本　

良
子　

殿

令
和
5
年
4
月
8
日

茶
道
部
（
江
戸
千
家
）

宮
脇　

宗
君　

殿

令
和
5
年
7
月
10
日

絵
画
部
（
洋
画
）�

渡
邉　

昭
砆　

殿

３
月
６
日

絵
画
部
（
洋
画
）�

鎌
田　

宮
子　

殿

３
月
27
日

洋
楽
部�

今
野　

善
夫　

殿

８
月
19
日

文
芸
部
（
詩
）�

吉
田　

秀
三　

殿

9
月
12
日

文
芸
部
（
俳
句
）�

佐
藤　

綾
泉　

殿

11
月
23
日


